














































μL , (Blast 32.0% , Myelo 1.0％ , Stab 1.5% , Seg 20.0% , Lym 42.0% , Mono 0.5% , Eo 
3.0%) Hb 8.9g/dL , Plt 4.2万/μL , LDH 1556U/L , FDP 43.9μg/mL , D-dimer 16.8
μg/mL [骨髄] NCC 42.2万/μL , MgK 12/μL , Blast 91.5% , POD染色は陰性で















































































の基準で検討した．1. WBCが20,000/μL 以上のもの．2. WBCが13,000/μL 以上


































【結果】10 mm 格子は右端が0.15～0.94 mm 増加し，左端が0.14～0.56 mm 増加した．
直方体ファントムは右端が5.0～6.9 mm 増加し，左端が6.2～7.1 mm 増加した.
【結語】格子を使用した方法より厚みのある直方体ファントムを使用した方法の方が，
実際の大きさより長く描出された．臨床では厚みのある被写体を撮影するため，直方
体ファントムの方がより臨床画像を反映していると考えられる．しかし形状が直方体
であったため，置く位置や向きによって投影像が異なり算出結果に影響を与えた恐れ
がある．このためファントムの形状については更なる検討が必要である．
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